
出
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
認
定
の
申
請
」
と
あ

る
の
は
「
提
出
」
と
、「
手
続
（
次
号
イ
か
ら
ホ
ま

で
に
掲
げ
る
許
可
等
の
処
分
に
関
す
る
手
続
に
つ

い
て
は
、
当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
の
実
施
に
同
号
イ
か
ら

ホ
ま
で
に
掲
げ
る
許
可
等
の
処
分
を
必
要
と
す
る

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
の
申
請
ま
で
に
当
該

許
可
等
の
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
特
段
の

理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。）」
と

あ
る
の
は
「
手
続
」
と
、
同
項
第
八
号
か
ら
第
十

号
ま
で
の
規
定
中
「
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は

「
提
出
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
申
請
書
」
と
あ

る
の
は
「
提
出
書
」
と
、「
認
定
の
申
請
」
と
あ
る

の
は
「
提
出
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
認
定
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
七
条
第
一
項
の
通
知
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
手
続
）

（
認
定
手
続
）

第
四
条
の
二

﹇
略
﹈

第
四
条
の
二

﹇
略
﹈

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

﹇
略
﹈

一
〜
六

﹇
略
﹈

七

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
に
係
る
関
係
法
令
（
条
例
を
含

む
。）に
係
る
手
続
（
次
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲

げ
る
許
可
等
の
処
分
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て

は
、
当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
の
実
施
に
同
号
イ
か
ら

ホ
ま
で
に
掲
げ
る
許
可
等
の
処
分
を
必
要
と
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
の
申
請
ま
で
に

当
該
許
可
等
の
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
に

特
段
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

る
。）の
実
施
状
況
を
示
す
書
類

七

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
に
係
る
関
係
法
令
（
条
例
を
含

む
。）に
係
る
手
続
の
実
施
状
況
を
示
す
書
類

七
の
二

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
の
実
施
に
次
の
イ
か

ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
許
可
等
の
処
分
を
必
要
と

す
る
場
合
は
、
当
該
許
可
等
の
処
分
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
示
す
書
類
（
当
該
認
定
の
申
請
ま

で
に
当
該
許
可
等
の
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
に
特
段
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。）

﹇
新
設
﹈

ハ

砂
防
法（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）

第
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
く
制

限
と
し
て
行
う
処
分

ニ

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四

十
二
条
第
一
項
の
許
可

ホ

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十

七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
許
可

八

﹇
略
﹈

八

﹇
略
﹈

八
の
二

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
屋
根
設
置
太
陽
光
発
電

設
備
（
そ
の
出
力
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も

の
に
あ
っ
て
は
、
複
数
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

事
業
（
そ
の
出
力
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太

陽
光
発
電
設
備
を
自
ら
所
有
し
て
い
な
い
複
数

の
場
所
に
設
置
し
、
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
を

用
い
て
発
電
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

を
市
場
取
引
等
又
は
特
定
契
約
若
し
く
は
一
時

調
達
契
約
に
よ
り
供
給
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、

当
該
事
業
に
用
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
出
力

の
合
計
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
と
な
る
場
合
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）を
営
む
者
か
ら
の
認
定
の

申
請
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）で
あ
る
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
認
定
の
申
請
ま
で
に

当
該
屋
根
設
置
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
け
る
屋

﹇
新
設
﹈

イ

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
の
開
発
行
為

の
許
可

ロ

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭

和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
二

条
第
一
項
及
び
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
並

び
に
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
）
附

則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
に
よ
る
改

正
前
の
宅
地
造
成
等
規
制
法
第
八
条
第
一
項

本
文
の
許
可
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